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藍湯浅) そろそろ時間 で す の で 鴇 第 3回工学部教育シンポジタムを始めたい と思います｡私
をま司会を担当も満たします 馬 新 工 学 教 育プログラム実施専門委員会の委員長も湯浅 と申します｡
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今回は第3回というこ とで 句 例 年 と同じような形で行いたい と思ってお ります｡まず西本先
生にご挨拶いただいてか らも 調 査 報 告 とい うことでも高等教育研究開発推進セ ンタ-か らも授
業アンケ-巨と卒業研究 調 査 に つ い てご報告も満ただきます｡その後も教育改善に向けて とも滝う
ことで淘｢私の授業｣と題 して 淘工 学 部の 6学科か ら且名ずつ馬授業についているもヽるな磯度か
らご報告いただきます｡ そ の 後 馬 私 の寿か ら ｢東 リキ認ラム改善の課題｣とい うテ-守で簡単
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例年ですとも望暗闇で 終 わ る の で すけれ どもも今回は卒業研究調査が加わっていますので､
そ':･=;､圭･J∴/:._il･:,J:-l-..7･章 子 主主意 千 言さ::_I.-､て､′､ただこ′､て∴室､ミニます､｡
一つお願も頂ですけれど も 淘 報 告 書 を搾戚する必要があ ります.録音 とビデオ緩影を行Wます
ので%発言され革労はお 鶴 前 と学 科 名 をお願も頂いた しますOそれから今回発表 され る方は､支
障がなければプ汐ゼン資 料 を ご提 供 も満ただきたも馬と思います｡ これは報告書にも掲戟 されます
し馬今b全学の肝EB研究 検 討 委 戯 会 のホ-滋ペ-汐にも掲哉 して馬広 (広報に役立てようと恩
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それではまず馬西本 先 生 か ら ご挨 拶をお願も鴨します｡
(西本∋工学部慶の立 場 で 一 言 ご挨 拶を申し上げます. このシンポジ夢ムはも今年で第 3回 因
を迎えましても会場を経 費 ヤ ンパ ス にさせていただきました｡実は私個人的にはも工学部は吉
田で教育をしてお堕ま す Lも そ れ か ら工学部に責任を持つ部局 としまして馬工学研究科だけで
な竜馬エネルギ-科学 研 究 科 b 情 報 学研究科も地球環境学堂がござも滝ます｡そ うい う関係から
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うということになった の ほ も 桂 に お られる工学研究科の先生潜の出席率が高まるのではなもヽか
とも掬う期待があったか らで す ｡ 見 渡 しまず とb牽は り期待 した効果があったように恩もちます｡
とWうことは馬桂キャ ンパ ス の 先 生 寿はちょっとずぼらでも吉田の先生方は熱心にここまで足
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それはさておきまして 淘 第 3回 の シンポブタム開催になったのは非常に大きな意味を持克て
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東藩 雄傍 (高等教育研究開発推進健S#夢-)
(大塚) こんにちは｡ まず､私
の方か ら授業アンケ一 日 こつい
て報告 させていただ きます｡そ
の後b卒 業 研 究 調 査 について､
酒井の方 か ら 報 告 さ せ て いただ
きます｡

















のです｡｢相互研修 型 ｣ という言
葉は､あまり開 き 慣 れ な いかも
しれませんけれ ど も ､ こ れ は､
われわれ大学 数 眉 と い い ますの
~~丁手芸三 二 号 キ
I-∵二､二∴{:.17i･:責:-iX こ-:.キ 三享:











は､それぞれ 固 有 の 専 門 領域 を持ってお りまして頂学習指導要領などで教育の一般的な中身が
定められて い る わ け で はあ りませんし､その領域固有の教育的課題を取 り上げて､教員相互に
教え食い ､ 学 び 合 う ということが教育改善の基本になるという考え方に基づくものです｡ただ勺
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った先 生 方 から ｢事情があって今年は授業アンケ- トが で き な測 すれ ど一も勺それ で も構 わ なO
か｣｢実 は 実施するのを忘れてしまったのだけれ ど も ､ 後 で 学 生 に配布 した方が o もー だろう
か｣という問い合わせがあるのですけれども勺 ど う も3う 科 田 を対 象 に授業アンケー トを実施す







なもった点に関して情 報 提 供 できるともうう余地もあると恩kBます｡ということでbアンケ一 缶の
原 案を私どもで提 案 させ て い た だ ももて鴇新工学教育プ闇グラム実施専門委展会で十分にご検討
n た だ き勺最 終 的 な ア ンケ - 缶が bそんな連携を通してできあがっておりますし句結果の分析
につ きま して も､ ま た後 で触 れ ますが鴇成績とのマ-ジ作業などの学生の個Å情報を必要とす
る部分 は セ ン タ ー で 担 当 させ て 魁もただ魁もて泡マ-ジ後頂直接個鬼を同定できるような情報はカ
ッ トして 鴨工 学 部 の 方 に ブ イ- ドバッタさせていただ魁もております｡
ニ-三≒ I:∴ ･.~･-一･∴ 亘 .Il:･I:/:I-･.:;I=t葦
そんな連 携 に基 づ き ま して鴇
工学部の授業ア ン ケ 一 缶 は う 平
成 且6年度 (望榊魂 年 度 ) の 後 鯛
から始まってお り ま す ｡ 最 初 の
.I:･.':二､十:I:-t≡r:笑等､･:/I.授 業-1ア :/ ;-t一･
匹は句建築学科淘地 球 工 学 科 頂
電気電子工学科の 3 学 科 の 全 て
の授業を対象に実 施 し ま し た ｡
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登をして魁もこうと魁もう計画で進め等きております｡
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ります｡それから ｢授 業 全体を通 して得られた成果工 ｢総合的に自分にとって意味があった｣
かどうかなどという項目が代表的ですけれども､そういった項目が評定式の項目の最後の方に
並んでおります｡それから､これも工学部の調査に特徴的なことと言っていい と思いますが､
学科､あるいは教員個人個人が自由に設定できるという項目があ ります｡ それか ら､先程触れ
ました学習者の授業の振 り返 りの機会にとnう趣旨で､｢重要と思 った キー ワー ド｣を書いて
くださいという､自由記入の項目があります｡それから､輝年のこの工 学教育 シンポジウムの
際に､西本先生がご提案 してください ま し た､｢その授業の理解に役立った授 業｣を具体的に
書いてくださいという項目を今年から 入 れ ま した｡それと同時に､役に立った授業という情報
のみならず､今後､その授業に関連 し て こ ん な 授業があったらいいとか､こんなところが分か
らなかったのでこういう内容の授業を入 れ て は し いという希望があったら記入する項目を新た
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れをマ-クシ- トの束の中から勺一枚一枚抜 き出して勺マ-タシ- 机こ書かれて魁もる名前句学
生番号をチェックして､追跡調査 ということでもあり鴇少 しでも多 くのデ-夕を復活させ てn








ぼれていきますのでbす く え る デ - 夕 を革 できるだけす くも吐 げたももと魁もう気持ちがあります｡
小さなことではありますが 勺 こ の辺 の徹 底 は 勺今後 もぜひご協力をよろしiお願魁包します｡
撃墜鈎学習状況等を三関ず る濁困評定平均値鈎推移
さてb授業アンケ-トの評定項目の平均健につむもての特徴を鴇か魁もつまん管ご説明します｡
参考資料の表2-表6に勺全体鴇及びbWくつかの下 位 集 団 ご と に 馬実施学期ごと碍平均値等
をまとめてあります｡そのなかで鴨平成 息冒年度入学生 を 追 跡 対 象 と してお りますのぞ泡そgB
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平 成 17年 度 入 学 生 の 学 習 状 況 項 目 の 推 移
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05前期 05後期 06前期 08漁期 07前期
学 期 毒寺宝IL.:I;.:滋 -:･.-I'こ
ず頂出席率ほお臨軽的高魁も健を准移して魁もます｡そ卵なかで勺当然 か も じ れ ま せ ん が 勺 且 回生の
見学当初は高 宅て淘且回生後期から2回盤に中だるみがありま し て ､ 3 回 生 の 前 期にまた復帰
して魁bるとなbう傾向を示してWます｡これはほかの部分でも勺 3 回 生 の 前 期 に評定平均値が上






粛からは頂尊えられた課題はきちんとやるけれども馬由主的な学習と魁もう商で はや や心 許 なn
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学部の授業の特徴として句｢体系的｣とu 竜 う 平 均健が£監軽的高nとなもうことが三のグラフ晋も
王::･;lt.I;.i/∵U7二:一十E:i:､弓 .十′､き●7,:-｡､き亘-.､ ･二 ･了十 ､.ラ:II:三I.'!･∵手∵i:A-I+(,∴:.､十止:fI:･阜Tr.I:濾 .I,i(I.t･′∴
-:JT(工.I?.I-.(,:'.:!':,:-ナ77:-I-き-/'∴いt:三､,1I叩(:二､㍉.,寸 て~-｡














,:㍉ ,i∴∴∴ -:'･二圭 ,.;.I･:十 十･7∴ こr･;J'1-JitIJ;,:It:IL:It!.㍉三一:;I,I:′‥十=-:i-∴∵∴一巧 ∴7~∴LI.<.:∴ 71t･す-｡ f∵二l':∴:､17･.
£ヒ酸的高覧､の は ｢授 業に対する熱意｣等す｡授業に対する熱意はそれな机三学生に怯わっ若い
ると思わ れ ま す が 鴨 これは大切な点ですね｡
∵.:-:･.一二一∵ ∴ ∴ ∴ ･∴ ∴∴ ､･二 .こr∴∴一･･･十∴ .∴:､
T:･二十 十 ㌧ Lこ● I:,て 言 う /∴ ド(.三･.､I.t･:
室 環 境淘 教 材 に 関 わ る 項 目 の評
定 平 均 の 推 移 を 示 し た も の で す｡
教 室 環 境 に 関 し て は b 4 段 階 評
i-:I-I7∴ ∴ い !､モニニー:,:.･T."llI-I､ !･す､
ま ず 高 もも♭ ベ ル だ ろ う と 恩 W ま
で 十 ㌦.と､t: ､ ･-;'･:･∴ l/::;.:,I .′､J-..: ;-.lt
准 移 し て W ま す の で 概 ね 閑 題 は
な W の か も じ れ ま せ ん ｡ た だ 頂
個 別 的 に 見 て み ま す と 頂 私 は こ
こ が ど の 教 室 で あ る か ば 同 定 で





工学部全体として何 とか工夫 しーて測 する部分かもしれなWなと恩kbます｡アンケー トの回答学
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ニ の ス ラ イ ドは 勺 且回生前期の結果だけをbnわゆる 2鍼6年間題を検討する意味で､息7年
度 入 学 ､ 且8 年 度 入 学 勺 且9 年 度入学の現役学生だけを取 り出して£ヒ乾したものです｡現役学 生
は b 全 体 の 2/3 ぐ ら い を 責 め るので､全体の傾向とあまり変わって態､ないのですけれども､ こ
れ を 見 て み ま す と 滝 い わ ゆ る 20鵬 年間題の顕著な傾向とkbうのはb今のところあまり見受 け
ら れ な n か な と い う 感 じが します｡ただb｢真南旨さ｣が強 調 さ れ つつあるかなと感 じられる
部 分 が あ り ま し て ､ ｢課 題にきちんと取 り組む｣ とWう項目の 平 均 値が少 し上がっていたりし
ま す ｡ そ の 他 ､ 出 席 率 もちょっと上がったり､これはほとんど意 味がない くらもーの差ではない
一三 二;. -
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こ れ は ､ 総合的な印象に関する項田の評定平均健を且回生前期時点で比較したものですが､
こ れ も 且9年 度 入 学生が高くなって転､ます｡醇年度の 且8年度入学生でやや落ち込んで魁､るとな3
う ことかもし れ ま せ ん ｡ しか し､kbずれにしても頂こう魁もった傾向が頂魁bわゆる ｢望⑳鵬 年問
題｣とどう関わ っ て い る か とももうことは､まだ何一とも掴めをむもところであ ります し 滝 ま た b 帝
に取 り立てて言 う 差 が あ る の かかどうかも微妙かをとももう印象がありますので b と りあ え ず は b
あまりその♭ッテ]机 こ惑 わ さ れ をも､方が魁もむうのかもしれなももと思ったりしてお り ます ｡







の こ と だ ろ う と思 いますが勺成
績 評 定 の 高 n 学 生 ほど出席率が
高 い と n う b か な り顕著な傾向
が 見 ら れ ま す ｡ こ れ は句講義科
三 に ･=し∵て'ブ ラ-､T,:-I:し7t:も√で
す か ら 鴇 成 績 に 出 席 点のような
も の が 太 き く影 響 し て nるとは
::I-:'~て1-I-:工′二::i･".:{:I:三二~号､二=･:TLIR??
????
??? ? ? ?








言 え な 魁もと恩 魁､ます が 鴇 にもかかわらず淘これだけ顕 著 な 傾 向 が 見 られ る と言 うことは勺一般
的 に言 え ば 勺 朝 より､ きちんと授業に出席する学生の 潜 が 高 魁も成 績 を 得 ら れ る傾向があると魁も
う こ と に な る の か と恩kbます｡
そ れ か ら淘ほかの学習状況に関する評定項田も勺太 体 頂 評 定 段 階 が 高 もb方が高くなっていま































とを示 します｡成績評定段階は､それに続いて､｢A｣が 80点以上､｢B｣が 70点以上､
｢C｣が 60点以上､そして､｢D｣が 60点より下ということになります｡その成績評定段階
の上位から下位に向けて､直線的に､平均値は下降しているという傾向が見られると思います｡














の数直線上にプロットしてみたものです｡相関係数は勺一 息｡0 か ら + 且｡0 の値域をとりますが泡
この右端が最大値で+ 0｡69です｡これはかなり高い相関で す が ､ こ の 右側の方の正の相関を















てみるべきかもしれません｡このように､それぞれの科目の特徴に応じて句授業ア ンケ- 机 こ















階評定の ｢4｣ と評定 していま
すが､全体で 8科目の授業アン



































道に､このスライドは､総合的項目評定と成績得点の相関 が - O｡3 の科目の散布図です｡こ
のように､成績得点の高い人が ｢且｣と丸をつけていて､成績 得 点 の低い本が｢現 という骨
定 的 な評定をしている科田もあるということです｡
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総合的評定磨成績 得 意 藍 ◎ 相 関 例
:∴･+∴圭工
総合的評定















ます｡学業は十分ではないけれ ども勺ひょっとしたら鴇何 とか合格 させてはしむうと魁もった願uも
でも込めているのでしょ うか､ 評定は一貫して高塩も傾向があるようです｡




ちなみに､ こうして個府の学生の特徴を見てみますと句成績得点の平均健が儀 魁も学 生 は鴇党
のスライドで見 た方 に､成績がついている科冒勺受験 した科目と言 うこ とに なるOBで ば ななもか
と思いますがb なん と 23科目と♭もう学生がいたり句全般的にb科 目数 が多もものが気になりま
す｡私自身 は､ キ ャ ップ制 というのは滝今碍日本の大学の実状にはあまり効果卵ある制度習は
なWと思っておりますが勺基本的には勺適度を受講科冒数というのは鴨それぞれ碍学生にある
んだるうなと思います｡もっとも掬このような学生に勺登録単位数OB制限をしても句留年が増
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評 定 平均値は､一般的な意味での ｢わかりやすさ｣を反映した健と言うことではなく､せいぜ
u､､個 府の科 目に固有のわか りやすさを反映したものと言えるわけです｡つまり､授業の内容
とか ､受 講 している学生の層であるとか､授業の方法であるとか､そういったことに依存する





てnるかという程度を ｢妥当性｣ という術語で表 しますが馬私は勺このように､授業実践に基
づいて評定平均値の意味を同定していく過程を､｢実践的妥当化｣と呼んでいます｡
｢実践的妥当仔ヒ｣ とnうときに大切なことは､まず､実践があるというところでありまして､





の結果頂授業アンケ-机こどう跳ね返ったかとn う ことを確認 していけるようであれば､授莱









あ ま り利周 されていないの です
が ､ 是 非 ､ こ うoった項 冒欄 も
活 周 し て ､ 毎 分の授業の特徴 を
把 援 す る 工 夫をしていただけ れ
ば と 恩 n ま す ｡
こ こ に 挙 げたのはb今年度の
三 三 三 -i-;:ij ≒ 三 三 ~ 二 号 -I-;:
一一÷ 音 さ二 王 ｢._RI1-1Ii-キ :;::･::-･喜 ≡ 一己 昔 千 手一:IT一十 一ご 了 -I'善I1-;.:-i:
E3這⑳ 授 業 が 高 校 型 (柴田識 習 得)から東学型 (構造把握)鶴
r._,:,手 'ニー奪 え :･r:I.蒼 三二ここ七 .
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前 期 ､ 及 び ､ 稚年度のアンケ- 吊 こあ っ た 自 由 設 定項田の例を並べたものです｡この授業アン
ケ ー ト は 勺｢あてはまる～あてはまら な W ｣ の 4段階で評定してももただくものになってUもます
が､4つの選択肢 とももうことを利周 して､ 教 科 書 の 良 し悪Lを評定させる項冒などもありまし
て勺そういった工夫 も可能です｡たぶんb 教 科 書 を 新 し く作られたた先生でしょうか､あるい
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最後にある由由記述の感想欄に
一二1.I:7.J工 :-,-:,-:豆守 7,:(:,上-[ざ~二･.'rJ
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ことでしたが%今年の前期は 53%に急増 しました｡担当してiださって魁もる先生方が ｢由由
記述に書 くように｣ と勧めてくだきっているのでほと思ってお ります｡
由由記述とuもうのほ鴻先ほども触れましたが滝学生由身の学習の振 り返 りの機会にもなると


























































ま っ た りしますと､必ずしも､卒業論文などの時に調査を利周するレベルにまで統計的知識が
身 に付 か なか ったりもするわけです｡むしろ､演習や実習などの併周を考慮 してnったらいい
とい う こ とか も しれません｡それは､一つの授業のをかだけではやりきれないので､が プキュ
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二 手 幸三 ‡享≒三~:_･-十 一日-I-I--二 :I-i;-:三
三ごギア,3;eて‥‡
京都東学高等親衛研究開発緒達磨3#汐-
空 1 -: : 壬票巽 二子:'.:/:･':TT--一十 I･J夷 .I:･?i:･7:i‥華 完 と誓 烹 誉 r:Ti:-.
望00唾曝慶後期 2005辱魔前期
対象撃観 3学科 全学科
藍建築学観､鞄球霊学科も電気電子霊学科≫*各 科提供碍全学共通網田 電車閃基 宅建薬学科も鞄球三撃観も､電気電子霊撃観も三業化学観%物理霊学科も情報学科)*各 提供碍全学薬通観 因 電車肝胃基
礎網 田)を食む 礎網田)を含む
対象撃辱 (注ー) 二.-+苦至三 確固盤
実施観因数 (弼答敷き 且20観 国 電5,764敏 ;軍機48.0磯/約因) 且09隅田 (6′058換 ;平均55○6聴/観 悶 )
機鋒濫学科 47網 田 電平均 50○3聴j網田) 5網田 且+4 6平均69.6磯/網 田 》 (注4)
建築学観 且8網 田 藍平均 36○9聴/網田) 3網田 且+2 将 均23○0橡/網 野 ∋
物理濫学科 7網田 2+5 (平均52.3磯/網 田 ∋
電気電子霊学科 2且隅 田 藍平均 6且.7敏l網田》 5網田 且+4 g平均73.8襖/網田》
三業化学科 8科目 4+逮 (平均5射 聴/科目∋
情報学科 5網田 3+2 g平均64.趨聴/観闘う
全学共通網田 34隅田 電平均 趨望.趨磯/隅田》 76網 田 6且+85 g平均 5壕.6聴/網田∋
講義 ÷2ご耳葺 73網田 藍平均56○3橡/網田)
薬療申袈閤8演習 36網田 ,宅平均5損 壊/綱田∋
回収率 (注2) 5.6 - 96.2 % (平 均 舶 89%き 豊根 - 98.3% 宅平均 69○2%き
芝学部固答撃盤数 (注3) 且′329 名 且′323名
鞄雄三学科 580名 藍轟3.6%) 258鶴 宅且9○5%)
建築学科 lie与 十二㌦三幸ン 狙0名 電8.3%き
物理霊学科 55名 藍姐 %き 337名 藍25○5%∋
電気電子蓋撃観 嶺06名 藍30○5%き 且79名 組3.5%)
三業化学科 64名 鑑4.8%) 3且5賓表蛋23.8%き
情報学科 22名 藍且.7%き 且23名 藍9.3%き
モ↑烹 趨名 藍網田等履修生》 且名 藍網 田等履修 生 き
在籍年数 て草 1二子∴亭 ∴ 圭ニ王寺 言3二宰＼ 千草 十7∵∴草 十 手アこ蔓 守三言薄さ
∵羊 1二三∴半 ∵ 3墨 キ 言‡ニy1 ‡圭 1十手∴寧 千 二5モモ 言‡3宰｢
千草 ∵丁∵∴草 ∴ ご誉 ÷ 宣子言字∴ 手ギ ;+ 干∴亭 ＼ 5㌢寺 1圭二三十
轟辱- 紅層3泉撃 き 且52名 組且.塵%き ÷キ - ｢-言∴宰 : 声量ギ 1ユニ喜ン
済予 二∴手王手 二二主立＼ 1,工ミキ 二二三雪＼
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寅 ト ･:･ 誓 華 栄 1.:F･''1.:i;/専 ㍉ - 1ニト .:I･}f:,b'3菓 轟 経 線 道三 潮 憩 鮮 魚
2005毎 度 後 期 2006時慶 前 期
対 象 学 科 全 学 科 全 学科
( 建 築 学 科旬地球三学科 も 電 気 電 子 ≡学 科 ､ ∈建築学 科 %地球蓋学 科 も 電 気 電 子 蓋学 科 も
蓋 業 化 学科も物理≡学科 も 情 報 学 糾う 三業化 学 科 旬 物理蓋 学 科 も 情 報 学 科)
* 各 学科提供碍全学 共 通 科 目 6 専 野習基 *各学 科 提 供碍全 学共 通 科 目 電車 野習基
礎 科 目)を含む 礎科 目 さ を含 む
対 象 撃 韓 (注 1) 領 回 生 用回生及 び 望 回生
実 施 料 因 数 (因 等 敷 き 89科 目 (4′602聴 :平 均 5且 ○7 磯 /科 目 ∋ 218観目 藍且2′且30枚 :平 均 55○6 槙/科 目 ∋
弛 緩 霊 学 科 6 科 目 望+趨 6平均 54○7 橡/科 目 )(注 4) 12網 田 ア+5 g平均 且09○3枚 /科目 ∋建築 学 科 4 科 目 3+1 宅平均 36由8 枚/科 目 ) 損 科 目 8+3 藍平 均 54○8磯 /科 目 )物理三学 科 4 科 目 壕+0 藍平均 85◎0聴/観 田 ) 24観 因 且9+5 藍平均 47.2聴 /網 田 さ電気電子王学科 o科 目 0+0 g平均 - 換/科 目∋ 且0科 目 5+5 ∈平均 83○3聴 /網 田 ∋三業化学科 6科 目 6+0 g平均7593換/科 目 ) 22観 因 且0+12 藍平均 5097磯 /観 困 )情報学科 2 網 田 2+0 g平均63◎5槙/科 目 ) 26観 冒 且9+7 g平 均 弧0換 /科 目 さ
全学共通科目 67科目60+7(平均479槙/科目)且3網田且03+106平均50○磯/観因き
講義 77科目 藍平均 50.6磯/観因) 且7且約因 藍平均 5舶 聴/網田》実験也実習8演習 12観国 電平均 58.6換/科目) 互′報土 1下溝 更.3茂i勘古さ
回収率 (注2)王学部回答学生数 (注3)5.9-95や6% 宅平均 56○4%)且′26名 且5.2-且22○7% ∈平均 62○且 % き く注5)2′35 名
地球王学科 238名 組8.8%) 4趨8名…6且9○0% )
建築学科 且06名 ∈8.4%∋ 208名 宅8.7%)
物理量学科 335名 (26.4%) 543名 藍23.1%)
電気電子王学科 153名 組2○1%) 32趨名 宅且3.8%)
豊業化学科 325名 藍25.6%) 505名 宅2且○5%)
情報学 科 且且2名 宅8.8%) 3且7名 藍且395%)
そ汚聴 o名 藍科目等履修生∋ 且0名 更科因等履修生 ◎飽)
見学毎度 謂 辱 (層7見学 ∋ 9且6名 宅72.2%) 確率 藍周る見学 3 976名 藍射○5%∋
2 時 (確6見学 ) 230名 拍8.且%) 2年 (領7見学 3 893名 638.0%さ
3 蒔 く笥5嵐撃 》 72名 (5○7%) 3時 (周6見学 ラ 295名 藍且2○5%)
ヰ 牢 - ト掴耳学 j S一旦 でヰLつ黒さ 鵡療- 巨確5鼠響 き 且88名,∈8¢0%さ
男子 i,18且名 宅93.且%) 2′且94名 藍9383%∋
(注 且) F対象学年』とは旬科目が配当審航監学毎をさすo
e注 空) 『回収率｣と昏濃も因等番数碍登録者数に翻する割合をさすo
く浩 二主:;L 蔓､lI-yfl学部直答学生数.､;とは.,授業∴ ∴ケ -ートに潤 筈と,;,{喜学生豆:･i'.･AIL.･::.草･生事貴さ･:/L･.i･::!悪漢享∴ :_･J圭
照合習きた三学部学生の数をさすo
藍注 4) 2005辱度後期 由2006年度前期実施料 国昭 柏+2』怨だ碍内訳は旬臣講義∃+ 臣実験 ◎実習 ⑳演習ヨ
:I-i_:･喪心す.;
ミ注 t;j･t転機ミ挙がい:i腔';童諒え■~も':.'t:l息t,:･-:烏∴ I:･l:､誓l~1;,:音声貴誌,:.i'藍串は 一モー:-I+:罪.･iJt~､-:I･:二童粟黙す音∴二二:･王圭子'･:-J･::;,I,.
も宅診藍恩わ観るO
14?,-･





*各学科提供碍全学共通網田 を専野習基 *各学科提供碍全学薬通観田 電車『習基
礎観 招きを含む 礎観田さを含む
対象撃琴 (注l) 頂回生及び 2回盤 周囲盤及び3回盤
実施料目数 (回答数) 且84網 田 組07197磯 :平均55.4聴/網田) 269網田 約3′458聴 :平均50.0敏/観田∋
鞄雄三学科 13網 田 5+8 g平均 103.2枚/網田きく注4) 40隅 田 24+16 (平均 56.5換/観因)
建築学科 11科目 8+3 (平均 45.6聴/科目) 且5科 目 11+4 g平均 37.且磯/網田)
磯硬玉学科 23観田 23+0 6平均 61.4聴/網田》 64隅 田 34+30 g平均 35.且聴/網田)
霜寒電子工学科 且0網田 9+i (軍機 9射 磯/網田∋ 且7科目 16↓1 (平均 8且.唾聴/科目)
霊業化学科 29網田 23+6 宅平均 5叡5磯/科目∋ 32網田 28+4 宅平均 5乳2聴/網田∋
情報学科 25観因 2且+4 g平均 弧5聴/網田) 25観因 20+5 膵 均 弧2聴偶 因-~∋
全学共通糾.田 73網田 68+5 将 絢 賂 3磯/観国語 76網 田 69+7 6平均 56.2聴/網田)
講義 且62網田 (平均 53.且敏/網田》 202観国 電平均 53.5磯/網田∋
実験.塞闇や演習 22網田 宅平均 72.ア換/科目き 67隅田 (平均 弧5聴/隅田)
回 収 率 (注 2)玉 学 部 回 答 学 生 数 (注3) 6.i-且00○0% (平均 55.3%)2′287鶴 且7○6- 9且.5% 藍平均 55.9%32′趨75鶴
地 球 芝 学 科 436名 組9.且%∋ 46 4名 618.7%ラ
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嵩 長 与 工 ∴予 ∵ ∴ ∵ ∫∵十十∵烹 十 十 十 ∵賛 美 十 ∵∴ 二∴∵ ∴∴ ㍉∵招 ∴十十 ∴∴ ミ +∵∵÷ ∴+㍉ ∴十二 十十一∴ ∴一i: +予∵ 3田5◎ 望匂93 ◎.83 詔◎62
-- 一 一 ‥ -- _ 一 一∴ - ~ ~_- ∴ - - -~ -1 - :_ ∵,-
?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
実験防実習◎演習観困 ∴∵㌶鼠撃墜軍機 慧霊 塵 巨十日泉撃墜寧嚢萄 標準 有効 臓辱度∴∵立軍機 標準 有効回答数 瑠8辱風早鳥摂生平均 標準 品 観望聾露頭漂霊 塵(頂回生前期母新風盤盈ぴ新学習指導要領経験撃墜) 偏差 回答数 偏差 偏差
性 別 1,1∵ 十十 冊 ∵ 十戸予 ㍉.㍗ ｢∴ T∴n 8.3窃 1217 上里 0.26 冊 j 圭リ中 里十 梢
十 齢 1十.∵一 -盲78 ト:工 仁王了 1了巨 1､上り 1㌦㍉昌 田.83 招93 頂8.､望5 0.堵3 ･侶1鵠主項 n烏 l 日日
得点(評価換算) 習9.33 M.39 1り∵i 習8.望堵 12.38 てううソ 8上望磯 9.磯3 j里丁 冒8.37 12.15 932官爵頂.畠5員9.鋼 l 826
封信幸 ∴弓㍉ 0.65 ㍗昌昌 十㍉‖ 弓圭一 確認1盈 ∴∵｣ ◎.63 招72 叡6◎ 亘GH 911因 軌習◎員0.6線l 8鋼
工十十1∴二手1十二i.+i 十.一章 上り十 日昌ソ ∴ミ 1.01 ｢1+冒 J:了 1.S3 鳥1月 工弓ソ 頂.◎望 リ叫 羽車 弓
82授業鈎常復習をするように努めた ∵∴一 1.｣リ 膏丁1 工ソ+ ㍉昌一 ド+守 <望.望8 十リtl 悠1弓 rI工昌 0.99 931賢 望.鋼 1.00 8望5
･仁∵中門苔再墨顛÷∴十十十木工車中日宇が圭■十王勺∵章一上 ∵∴一 上戸∵ 頂668 盟.望5 1.日一 瑠3堵8 ㍉圭一 圭招 巧21堵 十十｢ ∴11 932員 望.33 日3 8霊魂
0鵡課題に積極的に取り組ゐだ. 立一∵ 亘ソ㍉ 1一丁本 八㌦う 二言弓 頂3埠堵 工十王 号∵亘 頂213 斗∵主 日吉∵ 舟木 鵠㍉ 烏1 冊
05関連ある真髄な蜜を積極約g≡読ゐだ ∴一一 ｣､ 1㌦′工 ∴予告 亘二言 ∴パリ ∴1パ 亘㍉㍉ 帽13 ㍗:㌦ 0.92 931員 望.◎冒 ◎.93 82埠
隼や精工章∵圭∴工習い十皇宮㍉圭一上皇十十 バ∴｣ ㍉.辛 頂673 ∴1一 田.､88 ト†昌 ∴1昌 亘工∵ l巨1万 ㍗.1∵ 0.88 湘 1 日.申 亘暗
巨∵草葦十十刃∵矩問詰立王立薄座付二号問サ{十一工圭目上 ∴!工 8.99 十三∵一 ∴丁一 巧.0◎ 瑠3卑2 ∴早∵ ◎.93 言巨 工.ソ㍉ 0.99 927国 選.83露0.92 8銅
08授業は理解習きた ∴t:1 吊1一 :浴 ∴∵弓 殴.83 瑠3堵8 ∴工 ◎.75 瑠215 ∴}‖ 0.82 931閤 3.閑 ヨo,76 825
十膏半辛口凸持主+十十十 斗11 亘.十 一沃丁㍉ 江上1 0.83 ㍗:斗昌 詔,望6 8.70 ;二1号 ∴輿 ㍉点差 輔 1 十昌 眉7 言出
1一十二が曇半在ポイ十ト十十二十守十二十工､十十 ∴一∵ 8.番堵 16割 ∴∵∵ 立㍉∵ 1一十一 二十∵ ◎.77 帽13 望q冒8 8.83 畔 1 ㌧湖 沼丁 …
招学生由身に考免させる霊衆がなさ観若齢た 工. 斗∴∵ 1､∵一 ∴一∵ 0.8磯 ト守一 斗∴㍉ 亘∵ 上三日 ∴号∵ 仁日工 早 1 一､杏 里ソ 冊
1二雪糧1㍊千十十烏十十才章一十 盟.93 亘∵∵ l∵十㌢ 二∵∵ 0.88 ト,い 乱◎◎ J.一㍉ 帽13 十一三 亘十一 黒い1 二十日 章主 情
頂革学生が提出』た課題事疑問に封』適切な応答がなさ観た 優,9望 亘十 一∵ ∴∵一 ㍉∴∵ 相磯5 ∵十一 ◎.冒9 巨て∵ ∴1∵ 亘弓∴ 遅3◎員 3g◎◎員◎.8◎ 825
摘内容に関する興味を高めるため鈎配慮が轟慧た 二一 亘圭 .｢∴｣ 二十一 亘｣∵ ∴弓了 望¢済磯 上木 上目 工∴一 0.85 ミ∵日 工→項 一 .宮 封了
鳥予十十㌦薄墨圭J真弓主な∵宣下墨辛い早寸仁十㌦∴ ∴㍉∵ 十∴l∴∵一 ∴｣: 0.9線 ∴十昌 工1∵ ◎.86 1黒｣ 盟.9塾 仁宮 929呂 38◎8調8.85 8鋼
16敏農事常魚釣授業g三尉する熱意を感臆た 盟.8線 亘昌∵ 言∵一 ∴∵バ 立ウ工 頂3堵5 望遜愚 仁∵㍉ 巨1弓 上古 ◎.85 黒可 喜誹 ｣立言 再出
招成績評億鈎霜法や基準等が明らかに凄艶竃』淘た 望.6爵 ‡亘一言 ㍗ミ∵1 二∵∵ ◎.9線 十､守一 盟,9◎ 亘予∵ ㍗:早 1∴㍉ 亘昌㍉ 畑 ｣ 亮一｣亘浩 吊
相十十∴サイ∵(中吉昌章草)十十ト-∵十十∵巨量り了一十 ∴㍉一 亘7㌦ 言㍊ ㍉∴予 亘∵∴ミ主宰+ ㍉言∵ ◎.6線 上目 立∵ 8○7頂 927員 3蘭 員0,63 8望3
相教室環境に問題はなか慧た ∴∴弓 亘∵十 代了二 立二二 工了∵≒仁パ ㍉圭一 駿.7線 ㍗:てヰ ㍉工昌 ㍉.j了 929 3.鋼 霞◎.75 825
銅剣済する設備単機罫は機転%事すか-3た 三言一 十言 上jl: 望.86 0.85 ?∴守弓 言∴1 0.76 1213 ∴一言 ∴∴昌 上j 章パ 吊丁 昌平
21教員や帯剣ニ遮る助言が適切に行われた 与り｣ 8.8◎日 67頂 一力㍉ 工貢三 瑠3卑堵 工㍉う 亘∵㍉ ㍗‖〕 ∴戸上 0.83 情 ㍉.叫 .亘亮 …
十十章-㍉十∵十十十十-十1■中指裏声÷言亘十十十い∴ 盟.習6 8.87日 67◎ ∴:冒 0.85!1二二二 工. ◎.79 巨こう十 ㌍一斗 上申 黒 二両 1吊昌 侶
十や業上声油㍉∵〔､∴∴∴∴一転宣詳六十十 一言一 亘十 ㌦立 弓∴ ㍉.㍉∵ 二宮弓 ∴工∵ i;.:吊 1二う1 偲､翌夏 亘昌∵ 畑 工.項 誹十 冊
パ巨轟-上手言上宣十十-十｣十車㍉洋や工一い∴ ∴十十 0.9習い 665 ∴∴1 8.9塾 1一宮 二つ弓 0.8冒 1望u ⊥l｣1 ◎.9磯 9望望 望.92習8.861 822
巨 昌芳井亨門千野十､十-∵洋一立十十 1鳥予叫甘豆主章舶 斗十､章中庸∵ 一∴ ｣ 皇一丁∴∴1 0.9翌日 663 I:.一章 0.91 1㌦昌言 盟.轟葛 ◎.9◎ 1209 十二十 0.91 郁言 上パ 亘亘 …丁､∵ら【;持弓1 盟,88 仁一∵ てこ1∴弓 ∴∴1 087 上目 亘二丁 侶 ∵∴ 立 拭叫
雪空塁上十二十∴寸心十一立煎喜王立リ十∵∴バ圭一∴ ∴十一㍉ 8.93日 660 二言一 0.93 了予㍉ 十∵ 亘喜一 主三巨う 望0線8 ･8.9望 宣 1 宜㍉ 晶十 照
望8課題に粘侵強≪取り組む態度が身に竃齢た ∴一弓 0.8線い 66望 ∴⊥∵∵. 一十言 昌一昌 ∴了j 0.88 付目う 工＼㍊ 0.8磯､ 弘パ パ亘 1亘鳥 黒い
㍊∴小帯菩中門貴幸ト告∵叩十十細い詳晋∵∵∴ 翌甘66 8.88日 663 二一一 田.98 頂畠36 望○首領 ◎.86 ･渡09 十㌦∵ 亘宣い 情 j 墨守)亘亘 半日
喪 蔭,･-･qg 畢 感 冒9年 度 前 期 講 義輪転 戚 凍 評 定 段 階 別 全 体 評 定 寧 嘩 健 - 覧
? ? ? ? ? ? ? ?
㌍‥ ?
2007年度前期昏成績評定段階別 評価@ 評価@ 評価@ 評価A 評価A 評価A 訴価B 評価B評価B 評価6 評価e 評価6 評価D 評価D評価DS* SD N 平均 SD N 平均 SD N 平均 SD N 平均 SD N
性 別 領,◎8 MO.28 1674 上08 0.27 2695 1.08 0.27 2600ヨ 1.07 0.25 21綱 領.07 0.25E1569
年 齢 確9.93 1.31 1634 領9.68 1.35 2639 頂9.80 i.40 25卑2巨領9,98 掴9 2087 20.33 1.651巧522
得点(評価換算) 昏卓.76 3.59 1674 虚轟.3冒 2.91 2695 74.那 2.81 2600 63.冒6 3.02 21舶 39.卑唾 6.両 陀98
出腐奉 私55 0.79 1646 軌堵乏 8.92 262卑 胤2堵 1.01 2527 3.9習 1.15 2086 3.5堵 1.28Z1532
0頂シラバスを参考にした 豊.36 1.03 6ー72 2.25 十01 2692 2.31 1.00 2593 2.2冒 0.98 2相0 2.28 1.00 1566
02授業鈎予復習をするように努めた 望.5確 0.87 1671 詮十33 0.90 2689 乱36 0.88 259卑 2.35 0.86 21堵3 2.鋼 0.87 頂566
03授業中は授業に集中していた 3.◎0 0.80 1670 2.88 0.82 2688 乱88 0.81 259櫓 空中8瑠0.8頂 2138 2.冒歪 O.86 1563
鋼 与えられた課題にきちんと取り組んだ 篭iき5 0.77 1669 票.芝了 0.78 2685 3.領6 0.80 ､2596 3.◎0.82 2相2 2.冒3 0.88 1563
05関連ある文献などを磯極的に読んだ 遷.37 0,91 6ー71 望.34 0.93 2688 2.34 0.91 259櫓 望d260.88 2139 2骨頂8 0.88 156櫓
06疑問点など友武に聞いたり話』舎?たりした 芝し77 0.90 1670 2.67 0.9堵 2690 2,68 0.93 2596 2.6 芝 0.93 2138 2.唾愈 0.94 1561
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 乳7堂 0.92 1671 2,◎堵 0.91 2687 2.◎3 0.88 2597 摺.96 0.86 2137 頂.9瑠 0.86 瑠563
08授業は理解竃きた 望d9詔 0.73 1670 2.83 0.75 2694 票.77 0.77 2598 2○66 0.79 21櫓卑 2.50 0.84 1563
09授業の目的が示され等』%た 乱◎詔 0.738 1670 望.95 0.79 2691 2.89 0.78 2596 2.8望 0.78 21卑0 2.冒8 0.82 瑠560用 どこが重要なポイ㍉卜であるかがよくわかった 209 9 69 翠豊7 82 2 妻4 82 2 79 83 櫓3 ,69 6 1 3
M 学生自身に密嵐させる三乗がなされていた 望 .塁 了 0.80 1671 乱愚誌 0.81 2689 誓.馴 0.83 2591 2.習5 0.8頂 2相0 2.68 0.8埠 瑠560
頂2授業中に学生の質問由発言などを促し竃≪れた 注耳3 8.89 1669 望.卑田 8.98 2686 2滴周 0.90 2591 望.35 0.88 2139 2.36 0.88 1559
13学生が提出』た課題華疑問に対し適切な応答がなされた 望.雷撃_I 田.88 1665 望.?≡ 0.87 2682 盟.69 0.87 2588 2.66 0.85 2137 2.6◎ 0.87 1557
摘 内容 に関する興味を高めるための配 慮 が あ った 空.閏 0.8瑠 1665 2○69 8.83 2686 乱6番 0.83 2587 望.鯛 0.鋼 2139 望.5堵 0.85 7560
巧5教科書 亙参 考書 もプ89沙睦などkが学習 の 助 け に なった 乱領5 0.82 巧667 望.95 0.89 2693 盟.98 0.85 2592 望.9習 0.87 21櫓1 2.86 0.88 1559
頂6教 師の授 業 に対する熱意 を感じた 乱◎5 0.7埠 1666 盟.9冒 0.78 2690 豊中9堵 0.78 2592 2d95 0.79 2巧39 2.89 0.82 1560
描 成績 評価 釣粛法 事基 準 等 が 明 ら か に さ れ 等 』淘た 翌○92 0.8瑠 1667 管.78 0.87 2683 盟 .8 轟 0.8堵 2595 望.82 0.83 2139 2○冒5 0.86 頂557
瑠8夢ラ呆サ イズ (受講番 数 )穣適 切 だ っ た 胃b17 0.76 1668 乱頂瑠 0.78 2689 3. て 慧 0.77 2591 3.◎9 0.76 2摘0 3.◎◎ 甲.82 頂558
瑠9教室 環境 に問題 はなか03た 笥∴ 0.83 1668 3廿日 顔.82 2685 3骨頂3 0,79 2592 34桐 0.79 2掴1 3.◎唾 0.84 1558
芝田板書 畢視聴 覚機 器 鈎文字 囚図表 は 見 や す か つた 翌 p9 感 顔.85 1668 盟,86 0.88 2688 盟 .86 0.87 2590 2書戯3 0.87 2139 2○習5 0.89 頂558
豊頂授 業 内容 は体 系的 に整理 され 竃 い た 乱 ◎ 6 0.77 1669 豊中93 0.81 2691 乱 昏 窒 0.8◎ 2593 望.9頂 0.80 21堵0 2,85 0.8堵 瑠558
22授 業 憶♂- 睦をとりゆすかつた こ r!三 草.9三 1669 宝.57 0.9堵 2690 乱 貼 0.93 2592 2.6領国0.92 2棚 望○5堵 0.94 頂560
23授 業 に参加 』竃払淘るとら亀う感覚 が も 竃た 盟.習9 田.79 頂66堵 望.冒3 0.81 2680 至言頂 0.82 2586 2.68日やの.79 2130 2.5虚囲0,82 瑠55線
鉦 :畑 キユラム中 辛㌍自重置 弓 けが よくわかる薫業だった 誌L草0 0.75 1662 喜ぶ了 0.78 2681 望 巾S 字 0.79 2585 2.魯領 0.77 2127 袋や習塾 0.81 155堵
25由館 が専攻 』たい領域 にとつで重要な内容だった 乱◎5 0.76 頂661 2896 0.82 2680 盟.93 0.82 258堵 望,8磯 0.82 213頂 望℡習3 0.8堵 頂55頂
よ三速分 冊 脊乗出遠 路 に鮮 二丈二と患 った 詔.◎6 0.76 1663 崇.97 0.82 2680 望月望 0.82 2580 望.8望 0.8頂 2129 2秒冒認 0.83 1552
27.授 業 にわ ≪勧 ≪するような感 覚 をもったことが あった 王寺や 田.86 1663 上組 0.87 2678 望.悶 0.88 2580 2,堵8 0.86 2129 2適確 0.89 頂551
28今後 ◎学 習鈎ため に必要 な知識 華技 能 が 身 に付 むもたと思う 詔.◎◎ 0.76 1661 望.昏5 0.80 2679 望.恩領 0.80 258堵 愛書晋堵 0.80 2128 2.6頂 0.83 頂551
29≡釣授 業鈎 関連 分野 に興 味 事 関心 が 深 まった 翼長だ 0.79 1663 a .謂 0.82 2678 蛋.72 0書8卑 2585 2,66 0.83 2130 2や55 0.86 頂5噂9
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薬験砂実習可演習科目(2807前期) 静備@坪 評価@雪目 評価@N 静備風平均 評価AG昌 評価AN 静備随軍機 子二十 芋千 首三 雪 十千十 ‡ 李 工学 立
性 別 瑠〇滴◎ 0.30 堵73 確.◎9因0.28 1226 上り了 0.26E 537員 頂.◎6殴O.鋼 l 203因 M豊国0.321 51
年 齢 う烏.ソ与 圭30 埠65 用烏 頂.30 1205 瑠9秒愈6 掴3t 527官用9.98厨1.571 198済愛◎｡鋼 詞圭53l 那
得意(評価換算) ミ吊.描 3.66 堵73 爵豊中習磯 3.8堵 1翌弓 了吐出 2.85! 537殴鋼℡確認因3.211 203済弧9望ヨ乳8日 堵8
出 腐 峯 且刊 0.堵9 壷ヰ 互ソ草 0.5堵 1198 土ソ呈 0.57I 520陵 磯.鋼因0.8れ 190殴 私塾増員0.751 51
叫 十 一 バ ス を 率 土封言上上 三.弓弓 1.09 471 喜ぶ圭 十日弓 1223 堂,ヰTj 1.07 5こけ 且封11.13 2001 2.2日 D朗 l 51
◎望 授 業 翰 予 復 習 を す る よ う に 努 め た 予.7ソ 1烏1 堵73 1.ヰ 誓 1.i‖ 1221 喜.当り J.卸 534 黒 再 圧飾 三河 2.7両 n.83 やl
03 ≡ 釣 授 業 の 課 題 を 己 な す た め に 他 碍 授 業 が おろそかになった 工E3烏 1.09 埠73 三月鳥 i.07 1222 工9弓 リ.91 536 雫髄 l剖 畏はり 烹潮 11.削 51
鋼 課 題 どこ積 極 的 に 取 り 組 ん だ jJ弓 0.6堵 埠73 読聴 0.67 7220 且詩台 眉目 537 且銅 0.7月 脚 1 朋 OHo.75 51
◎5 関 連 あ る 文 献 な どAを 積 極 的 に 読 ん だ え?弓 1.85 埠73 守.潤 0.98 1222 工封 舶5 537 瑞 再 l.OO 脚 1 且潮 1l.OO 封
怖 前 間 点 な ど 音 Å 仁 間 い た り 話 し 畜 1 上 り し た 遜.3謬 0.8頂 耶3 弓.描 8.88 1圭予王 当,雫田 0.78 537 詔.◎6 ◎.88 202ヨ 望○首領醤0.98 51
07 教 員 や TA に 疑 問 点 な ど Aを 積 極 的 に 質 問 す る ように 努 めた 且十1 0.87 堵73 学ぶ雪 0.90 122◎ 望○9轟 0.89 536 望.習8陵O.鋼 202員 豊山65図 1.031 51
08 授 業 は 理 解 習 き た 立付 8.6埠 堵73 曇.用 0.69 12土3 且り∬ 0.70 537 詔.◎詔 0.72 202隊 盟.愚霊園0.73 51
消 撞 詳 斡 目 的 が 藻 草 九 十 い 上 且 8.66 472 丘dj 8.68 1223 礼 D.湖 5封 最雪 肌ヰ 調可 乱銅 10.61 51
相 &+三 が 重 要 な ポ 冴 沙 卜習 あ る か が よ ≪ わ か った 冒せ用 8.75 考73 且つ了 0.73 1220 乱◎恩 0.76 537 袋.⑳9 0劇 202 乱 ◎ 6 員0.87 51
日 学 童 顔 身 に 考 え さ せ る 蓋 塞 が な さ れ 驚 い た 討手バ圭 住醐 埠72 詩.望貢 0.73 1222 3.3f 0.73 536 3.33 0.68 202 認 a急3員0.7◎ 5頂
12質問す発雷など'が し 肇 すか つた 且二持 0.76 472 乱川 0.79 てフ引 乱◎5 0.81 5鋼 望.鯵5 0.85 201 盟,96霞0.79 51
頂3撃生が提出した課題 華疑 問 に対し適切な応答がな凄れた 且11 0.81 堵73 3.号フ 0.78 1222 乱川 田.77 536 急け◎詔 0.81 202 2.鯵6 0.79 51
掴 内容に関する興味を高 めるため鈎配慮があった 芋.貴,/ 0,86 473 烹 tj.7日 1217 望.魯6 ◎.78 53卑 望.69 8.8櫓 202 望.習5 0.7埠 51
持 プリント 教科葦 ､串章 等な圭が学習の助けになった 且41 0.75 那3 且23 0.79 1219 江烹誉 0.79 535 乳濁2 0.86 201 3.認習 0.77 51
瑠6教員革帯AgB授業に対する熱意を感じた 甘31 0.72 473 且侶 0.7畠 1221 乱◎認 6.77 53堵 望.99 0.81 200 2.9櫓 0.75 51
W 成績評価の方法 肇基準等 が 明らかにされ竃いた 且用 8.82 卑73 忠.95 0.89 l畳22 曇.i)ヰ 0.90 533 望.爵9 0.91 202 豊.愚◎ 0.86 51
18昏ラス骨イズ(受講番数 )華ダル-プサギズほ適切だった 乱堵盈 0.68 473 3,3魯 0.69 1220 乱盈9 0.79 533 3.38 0.70 202厨 ap堵瑠 0.63 51
19教室環境に問題 はなかった ㍊烏封 0.76 473 急.3周 0.75 1223 3.盈豊 0.79 5鋼 3.鋼員0.82 202 遜.鋼 0.70 51
20利潤する設備や機器 は使 転もやすかつた 3.拍0.80 堵73 乱用 0.75 1221 乱綱 0.76 5鋼 3.銅員0.83 202 語調 0.69 51
21教員や∇Aによる助言 が適 矧 ニ行われた 乱32 0.67 埠73 詔,盈9 0.71 122.0 江川 0.75 535 乱◎5厨0.78 202 3.鰻 0.65 51
三三レポ-トや寺レゼシテ-シヨンの指導が十分なされていた え那 0.8卑 那3 2,長拍 0.78 12望1 烹ぷ頂 0.83 533員 望,冒8習0.88 201 盟か8望殴0.83 51
㌘3操業に参加しているとしヽう感覚がもてた 3手85 0.62 耶2腰 且56 0.63 1222 3烏ヰ .0.65 5鋼 3.堵5圏0.73 201 3.堵3題0.63 51
囲 いポ-卜やプレゼンテ-シヨンの 力が身についた 盟.8⑳ 0.91 473 豊中93 0.86 1222 空十96 0.8卑 53卑 翌.82 0.92､ 201 望.69 0.87 51
25自分郎専門分野 ujイメ-ジがつかめた 2.1皇 0.87 472 盟.67 0.87 1221 望q魯◎ 0.90 533 2.7習 0.88 200 2.65 0.76 51
呈6自分潜将来時進 路がいっそう明確になった 票.55 0.89 471 且43 0.86 122.2 2.53 0.92 53確 認.姻 0.91 201 望.詔冒 0.8埠 5l
27授業にわ≪わ≪するような感覚をもったことがあった 芝.9旦 0.85 472 盟.8堵 0.84 1222 望.82 0.93 532 2.､冒2 0.91 201臣 2.65 0.79 51
28課題に粘り強く取 り組む態度が身に03いた 3.17 0.76 472 3.06 0.77 1221 乱用望 0.7卑 534 3.◎5 0.77 201腰 望.86 0.86 51
29這釣授業碍関連分野に興味や関心が深まった a 0.80 472 管.f36 0.81 1221 是.90 0.84 532団 盟.冒8腰0.851 201回 2.69頭0.831 51
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I.; 1.氏名 .字生番号等を所妃の欄に記述 し､さらに子生番号二責 .年齢 .性別にはマークをしてください.なお､個人名蚕 は決して表出することはありませんo ;こ2=':i二3;i:=-ミ:!/貫:三JI:; - 餐 端
ヽ
2 .授業担当の教員には､成績評価完了後に､個人名等の情報は除かれてフ1.- ドバックされますので､回答内容が個人の成績評価等に影響を及ぼすことも一切ありません o (1)234567890 (1)234567890 (1)234567890 (1)234567890 (1)234567890 (1)2345678?90 (1)23卑567890 (1)234567890 (1)234567890 (1)234567890 (1)234567890 (1)234567890 (1)男2 豪.
園 舎学 期 の奉授 業 (講義 ⑳実験 ⑳演習 等 ) を三
等L･;･:',:.I;:∴十 十=:IT=塁t告 .:一謡 ここ･I::-.'･.':A･二･｡
∴∴-.:･:'･:.寺i.I∴工手沃享:,':二･=t/･'.:1-:二-:I::-.∴ ∴､･∴丁 ､: ●■ .. ･∴ ･~ ･ゝ 一∴ ､●_'･･･十 ∴:∴∴ ､.∴ 一. :-∴ ●㌣∴ ∴ キ∴ ∴ :. :1十 :-I
･.=!.t‥'一.i;∴二:T∴ '守∴ ･;:千.二一二､∴o ･圭.㌢l-予 ､:一二'(･: . 二 一､l::-･:::-:: ~1 .･:.∴ ぎ ∴ -:･. ､･､.. ∴ 二 ●C
こき≒Lf'1.':∴享‥･:'II:-i･∵ ;
⊂==) ⊂:=) ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂二つ ⊂==)⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂:⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ (==⊃
･JIJ･t:i-I--
④ 学 科 ⑳教凝鰻澄磯田 4あてはまる 3ややあてはまる 2あまりあてはまらない 1あてはまらない∴pヾ.-
-ヾ～. :-I
∴ー :I _ 言 責言葉王達 :JAて､三≡7;'･三‡モ;=言っ.:'=:;':芸.I;:,告 ぐ.=･:I_iL書き-キ∴二--∴:事を.:i三下t.I二･二･二,-.I:那.予て/IIだむ∴｡
二 二 ;!'-:.葦 ≒ 壬 :I:-転~･:去ってキT､萎･:-I:･済ま1-::.I?.:H'-:草:.I∴yI･二登 ; 1.1堅-!二 二‥;･: 71- I: で ､. ･= -:_･:I :薫 美 rLT 玉 幸二笠立 った,:
吾 テ tI'=･_-;7 ≒ 壬 挙 予て十三三∴､｡LIlL'十二-7:ILニ.'i:告､･､三一:-I:.∴)
二 ヰ :::-i I/i .. ニ 了主賓≒:I:吾妻;I._!:I;.-:-I･:半管モ這,lI･i:よう.:'呑うとき､･三･(:I,=二子な童専(;?讃美が､.I:-f:意とミ:-‥､∴,:I_患い
ま す か ｡ 必 要と思わ観る授業の内容を以常に具体的に記述 して宅ださ魁も｡
∵ I 二 二 '讃美!1:≡-I:I,'7::,-:意_i-杏;三･.芸三三壬.圭ア一丁:鳶に享三三号7:･十ごさし∴｡ト 言ー でt_:I.記憲 もノて/:ださ'.了ら)













































~=:∴ ∴ ∴ 字 f-:I-:ti _~ 二 一 - -: ::I:--:_㍉ 言 ::I;-:-:=tI_ ~三 幸 - 二 三 子 ~
J.Wき. 3:目蓋寺 差* rI穿 蛋頗 --〟,誉
/dh ='+薫 批 嘉詔盈接サ 寸
･年齢 .性尉には.7-クを､してください O 諾お､個人名は決して表出するーことはありません02.授業担当の教員には､成績評価完了後に､個Å名等の情 (い (1) (守) (い (L" (1)(1) く1) (い (い (1) (1) (1)男
報は除かれてフィー ドバックされますので､回答内容が- (2) (2) (2 ) (義 ) (2)(2)(2) ( 2 ) (2)(2)(2) (2) ( 2 ),壕-:
個人の成績辞儀等に影響を及ぼすことも一切ありません o (3) (3)(3) (3) (3)(3)(3) (3) (3)(3)(3) (3)
3.H-2Bの鉛筆 ¢ シャ-プベンシルを使ってくださいo 射` (4)(4) く4) (卑)(4) く4) (4) (喝)(4)(4) (4)
(8/) (8) く 8 ) (8) く8)(8)(8)(8) (8)(8)(8) (8)
良い例 - 窓し.､例 箪診 ⊂⑳⊃ 昏- (9) (9) ( 9 ) (9) (9)ー(9)(9)(9) (9)(9)(9) (9)
園 舎単関 節 泰 授業 ∈講義 ⑳実験 ◎演習 等 ) を三
十 -_～:IJ';.I.::.∴-':立証 圭 高 上 ∴ ∴･.,･'1,i
'::I.㌦ :･:1･:-'･lrj:.:･,.:I言 ;I.:.giil.I'･:..宰 王十 ::.:∴､十っ二.∴ ,A- ∴ ∴ ~∴ ･I･ 十二 ･∴十 十 :三･~7I-:∴ ＼∵二∴ ･∴十 :-･1∴ ;-:.'L∵工学 :
土∴㌣::.;∵.:-I,:主 上 守 ∴`:,,':.3 p二t:.i-;I:.L:享 :;窯 :tl:A:_.' ∵圭 :I.;,::.･:､十 二;責 ∴ ･∴ ､二 t::/十.･｡
善 言 ミ､二 . :I:･.:-;r:.: ::I ÷ ∵ ミ:
⊂:=) ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=)⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=)
--:一三II-
④ 学科 ⑳教鼠設変項困 4あてはまる 3-ややあてはまる 2あまりあてはまー 1あてはまらない
(4) (3 ) (2 ) ( )




董･デ､窯寧王室.:''て十ご-I:~,.'｡. ;'I､_∴ ~二 ~{:.:･h工 '･li=:-･'∴ .:::,-:二∴､･
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5奉辱魔授業欝汐廓-○滋嘉予-予告黛言古す十千-下盤連繋鰻06辱魔後期館) (∋揮護十十十- ㍉圭美嘉子-予専予-了上長騒習藻討 ∴∵-言主音ニ÷∵- 予言 十÷斗言十
6 昔も草笹上十十十十二三立言÷+養 ∵-.②20冒辱魔授業欝汐廓- 匪実施鞄提案O十十十-上唇衰主星∵十十早宮十 ①㍗-言上-工や圭キナ苔寺八十五
-睦項目⑳対象綱田 〔苗掌㍉-ド打法,蒸デ-十王鳶軒三十 ④夢汐伊-睦実施要項碍確定起業者依願
･実施要項等検討 ⑥発注圏確認盈ぴ業者藍碍契約 藍封簡詰めは業者感官担当∋
7 B- - 陶期授業欝汐餅-終⑬薬園--句%仁王亡兄与速達蛸壷軒㍗-iJ結聖肯カ電送樹状を禽鮎き
育)㍗-十十-㍉中手拝むUユU予注 い---一㌔--‥～-------十一
8 這さ試∴∵-立上-㍉十頭取 ～----------～8①軍王立与 十十 ト苓素意∴十本∵ 9④基礎集計送紺横棒戚-業者鴨 :
⑥基礎集計結果碍受富津取89 I∈〕養貴重デ十転註.千-十十キ十十㌧ ;∫
9 空 ㌍ 票 三 豊 ∴ 1⑥基礎集計結果等圏確認 …千-二子∴∴二十+㍉+l∵十■㍉ ;B
‡こ⑥授業夢汐伊-匪実 心長嶺∵-言直査工圭宣 十 字 - ∴ ∴ 港 長 ① 霊草∴十十-∴二歳華子-十十千-早漆や薄墨 .十十ポジ 豆ここ甘辛喪京葦合 さ 葺 拝藻十∵ トキ吊:十十声∵∵十王
卓息搬華鞍憧 義金き⑨尊厳金曜招集 原 案 提案
1ユ且2謂3.㊥各単科にてダンケ ①アンケ-上里轟科 講 リ 式 卜 諒 長 上 S 三 〇57年波韓駐車量ア∴享-∴否粟舘
-睦磯田由対象科目･実施要項等検討8 ④発達鞄確認盈ぴ 業 者 藍 碍 契 約----年撃療育 十 十 東 予 や 長 東 嶺 - - - - 起 業 者 依願 B
‡ ①蓋学部数蘭を 汐 癖 が 事 盈 碍 開 催 準 備 (…(∋工学恕敦禽シ十 ① 工 学 蔀 東 宮十十章∵宇土∴三8 B
… ポジ豆よ掬濃…I … . 素 志 ご 儀 表 ;
②威鏡習-汐結果碍学 内 配 送 A ① 歳 P 車 葦 末 端成童㍗-ジ結語工 七
-- -睡蓮藻藻アン李 - ト 鮮 轟 嘩 - - - - - - - - 一 ㌧ 葦 軽 芋 を き
¢魚守-葺シ-ト塩竃巨鯨 妻 蕊 が 車 両 軒 曇 ～ - qEtbB 一 一 一 一 一辛I tQ Lb - ち
8②詳耳†-々与-卜煎画 qELb - 也I 一 一 一 一 一 I辛I i
I②記入寸-÷シ∵㍉専業轟へ骨壷轟⑤基礎集計鯖蔑勲受け取寝 1a
‡ 8I 冒
38I ④ 基 礎 集 計 送 樹 状 鰭 威 - 業 者 鴨 三B
良ーB ㌔⑥基礎 集 計 結 果 ⑳ デ - 汐 碍 受 富 者 敢 闘 :8






センタ-長 田中 藤 実




















礎科臥 および勺各学科希望科因 (実験 ⑳実習 ◎演習を含みますo)









で､アンケ- 匹の方法 ◎内容面につきましては旬高等教育研究開発推進センター ⑳太
妻 二十~…--I;-:壬 二,--i:I-7-i:-:-::::二･二 圭 一≒-I:_-=--:-I-:-:_-:- p:･I:≡-;二三:Tt-1一 二 千三 千i-;:三




二≡華 幸ぎ三三享二葉 毒 :."I;'＼∴ 子-I:-一 _モ毒 毒 草 享
原 則 と し て 勺 授 業 の最終日の最後の 且⑬鎗程度を旬授業アンケ-トの時間としてあてて下さH.義
後 の 授 業 で は 時 間 が 取 れない場合はbその前の授業でも構いません.
な お も 授 業 ア ン ケ - ト は も 単なる調査ではな(,学生菌身も授業牽学習をふり返ることによって句
次 の 学 習 に 結 び つ け る た め の 学 習の機会としても位置づけていますo昔＼ニて･_二学部耳等意:i.;:∫,1:･T5.1･-蕊;:､
ず 旬 受 講 生 全 署 に b ア ン ケ - ト 調 査 に回答する機会を平等に提供して≪ださW｡
巨 ぞ :j 授 業 72;･∴ ン サ 1-1コ 臣･工 I,/Tkj :J:l封 筒 紅 二 汀 ･代 `
該 当 授 業 の 担 当 事 務 局 よ り 配 布 さ れ ました封筒には､①協力依頼状b②本実施要項b③登録者数鎗
( 且 0 部 予 備 ) の マ - タ シ - ト b ④ 学 科 教員設定項目記入用紙句⑤厳封シ-)♭が太ってnますのでぎ
確 認 下 さ い ｡
ま た も マ - タ シ - ト に 記 鬼 さ れ て お ります旬観国名 (講義 ⑬雷実験 ◎実習 ◎演習の区別滝曜田 ⑳時
鮎 な ど ,7 15;-:.構 遣 い が 食 い か こだ 予 か . 心 裏部数が含まれ､て';.!工芸黒,-･(7.:I十手等結､I.二,上てご漢語T-さい｡
な お ､ 何 か ご 不 明 の 点 や 間 違 い な ど bお気づきの点があ晦ましたらb授業⑬麹当番務塞 電車肝胃基礎
韓 日 ,J 全 学 来 過 料 LEi3 g-I:-/;:_-:I,'iも 代 '淀 共 通 熟 常繕漣嶺敦盛遅蛍-:i:'施-I:-;Ij:∴工学部轟音.=;:i;J･:'Iは 工二車 ･r-'f:I.'虹畢筈や
減 聾 :,il!､ も を〆 く は ～V 南 等 激 賛 翻 喪 摘 発 撞蓮til･lIン:I.i:3/I-;:r･-,監義輝巨資(.;:'iT-_:?･華下さい｡
な お ､ マ - タ シ - ト は 旬 記 入 後 に そ の封筒に直接太れ旬最後に回答する学生がその封簡をこ封を』た
上 で ､ 事 務 局 に 遅 跡 バ た だ <:I: こ (i::I:J=,,'烹 :'jます･.I:･L;昭二 甘露品去就轟でi-rd;:,J,i.:-:･i壷/:こJよ≡毎∴益式㌔小言.J:/:I-lこ言さすC
拍 t-.3' 学 亭主い 鞄 患 熊 ;.fj<-:tt:f壌 !L:lit;IH T;::,二 鳥 ■tlL.i圭 一
ア ン ケ - 闘 ま ｢講 義 ｣ と ｢実 験 ◎ 実 習 ◎演習｣に鎗かれてnますが勺いずれも質問項目に関してb
講 義 担 当 者 が オ プ シ ョ ン で 設 定 で き る項田が2項目 (質問番萄鰻臓も宅急空き)鎗用意されてます.≡
れ に 関 し て 勺 採 周 の 有 無 旬 及 び 項 目 内 容 について勺あらかじめ講義ご担当の教員で相談いただきb当
日 板 書 ま た は プ リ ン ト 配 布 で ご 対 応 お 願 n 申 し 上 げ ま す . なお旬学科 昏親風殴震域悶夢這習鮎篭驚隠匂所
定 の 周 砥 ( 同 封 し て いま す ) に 滝 科 目 コ - 持b 科 目 名 句 教 員 名 等 と 共 に 七 項 目番噂と磯田内容を記載
し て ∴ -:17f'､-I,-<:-';,.シ ･-･守 と 轟 に 封 ●痛 に 璃 薄 li:l',;::二 喪 昌 ､::I_･:'f:i::-:i'･:I-tJo
BlI圭 '弓 手驚喜 y tlL･SJ+Ilt;/'-I:-■ さ､叢 轟 ･:I･':_;it･手 薄 や
a) 原 則 と し て も 授 業 の 最 終 回 (提 出 期 限 に 間 に 合 わ な n 場 合 は 句 巌 終 園 の 一 つ 前 の 固 》 め 最 後 の
且0 鎗 程 度 を ､ 授 業 ア ン ケ - ト の 時 間 と し て 充 て て 下 さ n . ま た 旬 そ の 場 等 回 収 し て i だ さ い. 最 後
の 授 業 で は 時 間 が 取 れ な い場 合 は 旬 そ の 前 の 授 業 で も 構 いま せ ん o 守 - 夕 か - 持周 蔵 の 太 っ て いる 封
筒 は 回 収 に 使 いま す の で 句 捨 て な いよ う に お 願 n L ま す .
(a L-'HI7･;'L:ノ十 一･･ト薫 摘 録 帝 賛 辞 生 八宗 羊 十 ∴工∵::;::･j
受 講 生 に は b 陽 下 の 通 り ア ナ ウ ン ス を お 願 い致 し ま す .
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寧鰻 豆 ':.～;I:さ工針 撃 :墜it1:LS堕:'5.I;-:･1';:.I;･･:I,･:I.二軍 .･:I.'･機 .:/:･i･･､::十 ･∴ ●;:1I-i-{:言 ∴ ∴ 十 十 .･;:-/･:十 .Itl
潤 筆 衷t::;･言や･-三 吉＼ミ∴十 .浩 子十 一告 ~-,1,･予 _斗 ∴ ･'･-∴ 圭 ∴ :.i.,･./1､~∴二･:.室-:;:'.∴工 .∴ 圭 ~ミ十 'I_:I.I.,_:ft;i:I-:.L.:._I-:-:I,_･.∴









鬼 が直接見 えない位置等で待機するなどの配慮をして滞さn｡甘A などがいる場合には,回収につい
て f,三､号 ･?.-1i-てミ∴ミだて′こても構いませ二′｡二
また, 回答の最後になった学生または 甘鬼 にはb最後のアンケ-トを封筒に入れたあと旬封筒に
封 を して b担当教員にその封筒を渡すように伝えて下さn.そうすることによってb個塵の学生がど
のよ うに回答しているかは旬教員にはわからなnことになります.
こ:-∵ 薫_:-iL:-;ir:Ii.I,･:r･-･∴了､う:i_'I;.1'苦二三号二:-










ア ンケ- ト結果は旬成績表の提出後にb個府の科田ごとにブイ- ドバッタさせてnただきます｡主
な内容 としまL,てほ旬各評定磯田の選択肢選択率鳥平均値b標準偏差などの基礎統計量とな晦ます.
三七_ 三士享三途モゴ二一一･7-､早･71言二三㌦二表立′まし､てt,三一=:･/ir_?ユ 一ー言`､∴∴禁こ､:'[;:i/-1､冬注を-fj_…除させていた





て管 理 nた しますo
-/ :二三 寅 ~-:て-I:･,:-I-こ斗'･馨-:ri=J益二憲rご,･I:'/I:.I:=:_r;-A:,~合志三T:苦言･I._i.
授業 ア ンケ- 陸結果は勺今後の授業牽兼官づキュラム等の改善率向上に役立てていただくことを第一
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京 都 大 学 高 等 教 育 研 究 開発推進センター
200冒年 度 後 期
二 享 章‡章 票 千 二-,I:I-一 二- 幸 美 三 二 工 て
本年度後期に実施いたしました､工学 部 関 係 授 業 (童 と し て 3 回 盤 及び 且回生対象)の ｢授業
アンケ-ト｣にご協力いただきまして誠に あ り が と う ご ざ い ま し た .
その結果がまとまりましたのでもその出力 を お 送 り さ せ て い た だきます｡
なおb本結果はb処理の都合上､｢成績担当 教 員 ｣ と し て 記 載された先生にのみ送らせていただ






てはまちなn)上 ｢標準偏差上 ｢有効固答数に対する各評定段階選択% (鴇-あてはまる､3-
や牽あてはまるも2-あまりあてはまちなむ転 且-あてはまらない)上 ｢項目 『(30)総合的に見
てb由倉にとって意味のある授業だった』評定値との相関係数｣などを掲載しております.
且-鴇の轟段階評定ですのでも中間が望｡5となりま す . 平 均 値 が 望 ｡5 よ り大 き い 場 合 は , ｢ あては
まる｣等の項目内容に静定的な回答が多nこと が ､ 逆 に も 平 均 値 が 2 ｡5 よ りか さ い 場 合 はう｢あ
てはまらない｣等の項田内容に否定的な回答が 多 い こ と が 窺 わ れ ま す o な お ､ ｢ 実 験 ◎実習 ◎
演習｣の ｢(3)この授業の課題をこなすために他 の授 業 が お ろ そ か に な っ た ｣ と い う 項田は､
否定的な表現となっておりますのでb平均値等の統 計 量 の解 釈 に ご 留 意 下 さ n ｡
またb相関係数は句一息と+且の間の健を示しb絶 対 値 が 大 き い ほ ど ､ 二 つの変 数 の直線的な
関係性が高nことが示唆され句唾に近いほどb無相 関 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 指標 となってお
晦ます.
｢キーワ- 陸｣､｢授業料田｣等一覧の< >内は 勺 そ れ ぞ れ の記述に関する評定項田の受
講生の評定値 (堵段階さが記載されてnます.記載のな n 場 合 は空欄となってもちます｡
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こ の 卒 業 研 究 調査も､先ほどの授業









ました｡ こ の デ ザ イン科目はもA誤配
Tとい う 米 国 の 工 学教育プログラムの
認証機 関 の 認 定 基準にもなっておりま





















われていたりということも考えられます｡ですから､京 都 大 学 で ほ も 学 士 過 程 段 階 で は 専 門 館
野に参入する前提として､基礎を重視したカリキュラム を 構 成 し て お り ま す ｡ つ ま りも ス ラ イ
ドの下の方にある去うに､｢京大工学部では既存のカリキュラム を よ り 充 実 させ る と と も に も 基
礎教育に力を呆れ､創成型教育で期待される力は魂年次に卒業研 究 な ど で 養 わ れ る カ ジキ 丑 ラ


























































〇㍍≦;お先 *' 襟栄★:●◆仰山Xや㌍義Y<LJ一〇▲1増やケ■■柵;ー謹 *繍I.㌔導賀′AV駕怒
fJ>′<史妻∈撞モ Ⅵ隻.*{よ{
葦蔦藁ぎ≒ 違なさi･強 ¢〉小'(. I.<^.講を言董;.'=^I
'B宅急;繋ぎ.ヾ～ct ～ i･-/ ～/,aJt.I- i > 妻a諺 諺*}蛋





藁轟 ㌔.yL+ 芋蔓.諸 ÷♪:
蓮草覇 *李.ヾ〉;.>.S^.+I ? 蕪辞に
算哲 串ii:,<茸 '牧童チ J､ 諒＼､
藁萎妻 :浴 I.知ヽ 鍵^㌍妻 くー 宍 ∫ ●#































応しています｡縦軸 は評 定平 均 値 で ､
4件法で回答してい ただ きま し た の で ､
最大値が4､平均 が 望｡島にな り ま す ｡
グラフの記号は了⑳｣が卒業研 究 J □ ｣
が講義形式､｢△ ｣ が実験 ◎演 習 形 式 ､
｢O｣が全学 共 通 科 目 で す ｡ こ れ を 見
て いただく と お 分 か りのとおり淘卒業






















































れ (i･:'-(i:- 葺き享で･せ こ言1三･十. 二 ･;=∴
も上昇してお りました｡ で す か ら ち
｢工学倫讃墾｣を受講 す る こ と に よ り 泡 こ のように評定が上がる%役に立ったとい う回答をする
学生が増えるとも､うこ と が 分 か り ま す ｡
全学共通科 目迅群 も 同 じ よ うに ｢ 工 学者 としての倫理を理解し馬身に付けること｣といった
項目が⑬◎望盛上がってい る ので す が も これも ｢工学倫理｣を受講したことによって､工学者とし
ての倫理に対する意識が 高 ま っ た 結 果ではないかという推測ができるわけです｡
































あ っ た 上 最後､｢あ
ま り 意 味 が な かっ
た ｣ ｢意 味 が な か っ
た ｣ の 三 つ の 群 を 分
け て プ ロ ッ ト し た の






































方に順にお願い い た し
ます｡まず は 五 十 嵐 先











































授 業 内 容 に つ い てですが､波動 ◎振動
学に 相 当 す る 内 容 の講義というの は､恐





動問題や､地震工学 ◎耐震工学-の 橋 渡
しを強く意識した内容になってい ま す ｡


































えば全学共通科目との関連性が非常に強いものか ら順 々に専門的な内容にAってbこれは順 次
積み上げていきましてb必ず前に習ったことが鴇後 ろでそれ を利潤してさらに先に進むとい う












回 l方法 1 2 3 45678910112清野 五十嵐
黒板での板書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○
討苧プ:)∴ト ○ ○ ○ ○ ○ 許芽売声
讃プ茄賢…三㌢I-･/i-:蓋葦髪jL'影常常
pc+プロジェクタ(プレゼンテーション) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
pc+プロジェクタ
(pCソフトによる実演デモ) S<-鋒妻
演習課題出題+解説配布 ･F:ラ⊥l茄子p,∵ー ㊨ ド ○
･ 舘 三針 い う篭･-十 無 産 ご無 芸i.I,JL 小 菅:'里 -
･J誤 字 浦 きま 芋 :,ip:_号 言 主演 工撃:IL5-健二.
ます｡それに対して､PCとプロジェク タ ー 鴨 つ ま り 例 え ば 野⑬w e影野⑬豆弧恵 を 周 いた講義は前半
が多く､後半ですとPCソフトによる実演 デ 菅 を 周 い る 機 会 が 多 くな っ て います｡それらに加
え､演習課題の出題､朴テス トとその解説などが 併 潤 さ れ て い ま す ｡ これをざっと見ていただ










指して作成しており､それをじっくりと読んでくれれば､授 業 で何を本当に知ってほしい かと







っている演習あるいは解説の提供､ また後半はその積み上げであるので詳細 な 内容を学習した
り考えたりする材料を提供す る と い う方
法は､学習段階に適した使い 分 け に な っ
ているのではないかとも考えて おります｡
このような授業方法の違いは､一体ど
のような影 響 が あ るか ということは少し
気になるとこ ろ で す ｡ これは､横軸が前




















◆ ◆ 令* ◆◆
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それで､こ れ を 作るときに一つ心掛け
たのは､毎 回 A 魂 判6ペ-ジ以内に抑え
るということ で した｡本当はもっと長i
書いた方が内容は充実ずるのでずけれど
後 学 -;棄 嚢 二:1-二 ∴ ∴ -I-_I : :I三 三 二 -:-: : , ∵ ∵
■■tA4)■一､こ-1lLJ.tr(,.lぬた垂LA再むIJP_JJ_.■･L.二ヽ▲tr.Tl■J ･:■■.■～P/I.Ilヽ王tV･FI～､lI lヽ ■lJTヽ l■ lT _.･～t･YE-."ヽrlさ■与一Tナ8~11-生色tf 句FrTyJ r 'rtとPL/-.ILL･t▼nrb.'′ リ 'LllJtL■t◆暮こ■rO
村上 惇




















































あると淘学生からの注目度はかな り 高 い
ような気はします｡しかしな が ら ､ ア ン














のような形で改善してい く か が 課 題 だと
思っています｡それか ら ､ 先 ほ ど あ りま
し
た ｢授業中に学生 の 発 言 牽 質 問 を 促 す雰
囲 気 ｣ の改善ですが､ こ れ は 難 しい と思
い ま す.特に後半につい て は 難 し い と考









えています｡なぜかと言いま ず と､ どうしても暗闇を取って説明しておきたいことというのは
多 も､のですが勺そのため例 え ば質 問の発言をゆっくり開くとかちそのための暗闇を授業中に配
分 す ることがなかなか難しい とい うことがあります｡
こ れ か ら どのように解決して いっ たら良いかほ課題と考えています｡
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こ れ は去年と今 年 だけの違いかもしれませんが､ほか の 先 生方もb今年の学生はパッシブで反
応 がないとよく お っ しゃっているようです｡もしこれが本 当に望鋼6年も20闘 牛問題 なのだと















謹 責 ≡圭 ≡:_ILi二･-:-:I-辛
㊨(16)教 師 の 授 業 に 対する熱愛を感じた
珍(20)板 番 や 視 聴 覚 磯草の文牢や図表は見事すかった
･(26)自 分 の 将 来 の 進路に役に立つと思った
･(ll)学 生 自 身 に 考 えさせる三夫がなされていた
･(23)授 業 に 参 加 しているという感覚がもてた































































































































ています｡実はプログラムのコ- ドを全部見られるとい うのは ､パンツの中まで見られるよう

































力ずくの 書窯 索 (:1) 幅 優 先 探 索
木 探 索 の 機 会
即 .% tて無歯 野 点敬啓狩 .
F jiJリズ ム;
占鯛 琴 曲 OPeT.車 瞬鶉 座 卓軸
:i亀卿 に卿
二相 が窟 宅･-}箆 魯仏 文観
!.O.T ITt､与 JBJ>･ltJp.■■■
Jrが el確箇 あなら鍔 蟹 は痩 功J.i婆は 4& LL･-申 イン タを故･Jて帝 も}























































































I:蒙や: 了.';:もむZ･:､牢;.･､テ:-:_+-'Lt=/､せ ㌦-/'己｡一千十詳骨 ､=某.:',:･童話;:I::I}-･,i:-≒主rtIL-,.∵二子房い ./亘 ､,ま
す｡













ですので鴇有機化学の基礎という三とですがbわれわれ工業化 学 は ､ こ の 基 礎 有機 化 学 と 基 礎
物理化学というのを大変重視しております｡というのは､学生 諸 君 の 最 初 の 講 義です ｡ こ こ に











有機化学にしては結合とかそうい う ､ あ




第1回 4月12日 ㈱ 1章 結合と構造乗挫 く1)
第2回 19日 (禾) 1手 槍合と構造異性 (2)
第3回 26日 ㈱ 2牽 アルカンとシクロアルカン:
菅建巽性および相 性 (1)
第4回 5月10日 (木) 2章 アルカンとシクロアルカン:
繊 およ働 扱 く2)
第5回 5月17日 ㈱ 3牽 アルケンとアルキン (1)
第6回 5月24日 ㈱ 3幸 アルケンとアルキン (2)
第7回 5月31日(禾) 職
第8回 6月 7日 (木) 4幸 芳香族tヒ合物 (1)
第9回 6月14日 (木) 4章 芳謝 ヒ金物 (2)
第10回 6月21日 (木) 5章 立㈱ 生
第11回 6月28日 休) 6享 有鵠/＼ロゲ:｣ヒ合物:
鮎 と船 (1)
第12回 7月 5日 (木) 6辛 有機/＼ロゲ:■ヒ合物:
鮎 と搬 広 く2)
第13回 7月12日 (末) 7葺 アルコ｢JL,.フエノIJhチオ｢ル
7月26日(凍) 前郷 験
ンになってきて､あるいは芳香族の置換反応とか に な り ま す と､非常に面由くなってくるわけ




一言言ってくださいということになるわけで す ｡そ こ で 彼 らに伝えたいメッセ-ジというのは､
教官は本気であるということです ｡
者にするつもりだから､しっ かり
鍛えると｡その代わり､君 ら も し
っかり勉強 してくれということ を
伝えます｡ そ ういうメッセ-ジ は
ぜひ伝え た い と思っているわけで
す｡だけ ど ､ 具体的にどのように
するかというのが大変難しい問題
でして､ 私 の講義の後の評価､メ








要 す る に 教 官 は 本 気 で 君 らを一流というか､一人前の科学
窃霧 観 について
以下の牽観で毎回感銘観 を行う,
浸. 感銘喝麹 と払 出鷹巣および演義母娘蜜療認那沖テストである√
2. 済褒喝醜 く2掛 を.轟軌 講義日登日朝までに物質エネ.FLギ-化学専攻 辻 餅
髄 のホー ムへ-ジ鞠 :!'i醜 鹿 ･細 網･戯漣)に掲畿する･､
ただし.基礎鱒報鰻理解習でホー ムペー ジ筒鷺を学ぶ童で(.i月帝)は
プL)ントの配布も行うし
3･ 各自朗 レポー ト欄畿路 に,尊顔 鱒 博一プ日嗣 )で齢 し,細 の誇
義郎 噛 纏 麟 園撃藩に教卓のは 挺出{])こと.哉軌 の遅れたものは評歯
の対象とはしない｡
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もらいます｡ 且秒でも遅れると受け取らんと言っ貰います｡遅刻には 厳 』 i て 淘 少 し晋 も 遅 れ
るとb｢君b残念牽ね鴇5秒遅れて遅刻だね｣と淘沙ポ- 匹にみんな赤 習 ｢ 遅 刻 ｣ と書 き ま す .
でないとbだらだら提出が続き鴨教育史もよ竃ありません｡提出汐ポ- ト は 絶 対 手 書 き 鴇 直 筆
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に出したら丁寧なメ-妙が返ってきた｣ということがクラスの甲で広まるとちまた質問も摩り
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たのですけけれども､要するに毎回鰐且盈SS喝覗息Zか何かで､帰ってちゃんと教科 書 を 見て､問題



























































































































































































ザインのあり方を考えるためのさまざまな領 域 の 知 識 ､例 えば ｢なわぼり行動｣｢行動における
-92-
場の理論｣｢認知地図と空間行動｣などを順次取り上げていきます｡そのときに知覚(peE?CePもiom)







鞄 と 環 磯 と め 鞠 勧 優 を 探 藻 ず る ｡











兎重罰溝姐 L坑言卿 鵜 晋も勤王f:;ih'邦聯 丁 篤.s前湾hi.g別 封噸 汀 ア
少 し 具 体 的にお話しします｡例えば
｢ プ .ロ クセ ミックス (近接学 )｣という
ト ピ ッ ク が あります｡入 閣 は なわぼり
を 持 つ 動 物 で あ り､その なわぼりには､
お お よ そ 趨5cm 以 内 は 密 接 距 離､趨5-
二.?.:ITT.I:_は 簿 本 吉 琵掌､ :._.I,?.:ニ～ 13･雲.<:′三Ir=.は 社
会 距 離 ､ 3606弧 以 上は 公 衆 距離という､
四 つ の 距 離 帯 があることが息960年代
に文化人類学の健界で発見されました｡
プロタセミックスの応周として､例



























へ.よ､欝学者三.`汁 :;7詰ま言 ､.記 票 な据 まTパテ詔書に法 琶 ;小 ∴ 芯 ?I:･lt'L;
望:T:CIi哲ど£i･=う:=意 票 す る か について･tE･確互に 嵩 ㌫ ㌻ 量 照








































































































こ れ は学生に ｢吉田キャンパス周辺の認知地図｣を描かせた例です｡左側の地図はキャンパ








すぎる環境 も ､ 複 雑 す ぎる環境もつま

















･童ミ烹LLl=二･､‡T:1:-亀をir;I上 宝Il:=そこ:,ヤ.蜜を:,='_:e=新 た宝等 鞄 をしモモ :.Ql
毒薄i･J:i芋た慧:_I.;:二つミ･●こて,.J･:芯た宣告巧を<:_:たらす とき,ヽう､蕊 繋-=と





を 進 め で も包まず｡こ離ノほ迷路状の都市
空 間 か ら な る廉京の渋谷で行った経路
探 索 の 実 験 で す ｡課題は渋谷駅北Ⅲか
らパ ル コ パ - ト 3 に行電ことです｡私
も被 験 者 に な り ま し たが満つもうに道が









を構築しま し た ｡ こ れ ′ほそのプロセス
モデルで す け れ ど も も 授 業の中ではそ
れが実際に勤 i と こ ろ を 見せてもヽまず.






































右側は高速道路のデザインです｡アメリ労では%地形的な制約が少なi句高速道路を 薬 っ す
ぐ通すことが可能ですがもそうすると事散が起き脅す(なるのでず｡道路を適度に曲げること
によって句心理的変化を奪える必要があります｡中央と右側の図ほも景観の変化をデザインす




た興味深い理論であり､｢眺望一隠れ処理論 (Pmspecも偲e鮎野 馳 eoE?y)｣と呼ばれています｡
これはコンビュ-タの世界でも ｢可視分析｣としてよくやられていることです｡例えばこれは
























し ､ そ れ を ｢行 為 の 中 の 省 察
(R.fJl:_iPJ･記=:ここ.-ヒ-.t:二王っニ)｣と軍んでい
ます｡
こ れ は 行為の中の省察を例示する
⑳すぞ艶ぬ撃ヤ諾◎蘭楽密がぬ畳も亀聯馨を聴蓉慶がら演轟を展
晶.,/=もーさくよ.うに一字等式尊は行;I:において舘熟のSLlqに多くのこと
を認試し学j㌫しているので轟ai･j､そこではi::ヨ轟 は行 為 の うちに
這･qa｡こうした巽読やあ!1,.･3方≡丁窄基音 牢 ;EL,等 零 jと準 .ぶ.｡
ざ÷デ lー;･3イ二･,Jl=掠受各 B.誇三主なxL･.15.3である.予 書 不 能 性 が デザ t/::JT.
磯9む的恕経常窃め竃ある｡
･手デ :ー.ip'･rJiSナ -ーほ了違ってい意義覇 や現 況 か ら忘 等 を崇 ;-i;･,蓋曾 :'.モ'ミ
デ･:.塀ィ1･したも重を蔓漂し､そ¢L/(<も鉛 で判 欝 を下 す C.そ藍儲喜､
=;:冒.鍾.S:JIL:.,:いも薄を発見する｢バッ卓上- 草｣(backう抽 ;･に苗を涼
誉量ことが大切で畠る言 行意聞 草爵 璽 登 j昔譜 くとミ.丁も悪態 票 と
替損に薄TJミっいてお2L:l言 訳.,現と蒋封 言語_;.(〇〇nve.-S-='如 .r:･y':5と:,｢
























































































































すけれども､記入率はあまり高くはなかったです｡予想以上に低かったような気が し ま ず ｡ 今
回､延べ且万 3000人の学生がアンケ- トに回答してくれたのですが句そのうち記Aが あ っ た
のは 550⑬入､約逢息%です｡これは記Å欄に何か書いてあるのが56鍼 鬼という意味で鴇｢なし｣
一息00-






















覇 記入率 41.2%(のべ 13,458人申,記入は5,541人)
寮 rなし｣.r特になし｣を除くと30%程度か
御理論の学生は､かなり多くが ｢シス テ ム 解 析 A 門 が 役 に立った｣と答えています｡それから
非線形力学の学生は微分積分学というふ う に ､ こ れ も か なり書いてくれていました｡それで､
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牡 自然現象と結びつけて､おおまかな考え方な 祇 方程式を解くときの数学の知識を補う授業
どを説明する授業 蜜 非線型数学
盛 自然現象と触れ合う授業 霊 物理で使う数学を教える授業
殿 自然現象と数学のグレ-ドアップ









･i1-.rデ -_,.:∴7,:美 ㌻:喜 ヨン
(湯浅) もう予定時間 が 来 て いるのですけれども､せっかくなので何かご質問とかご意見が
ありましたら､承 りた い と 思 いま す｡成績に関係していませんので (笑)｡何かありませんか｡
では､こういうときの慣 例 に な っています､田中先生に一 言 ｡ いきなり当てます｡








で は馬 こうい う問題 は ずっとこれからも出てくると思うのです｡つま りこの矛盾は､頚受業が優
れ てい ることの証 だ とす ら思います｡この意味で､工学部は優れた授業 を摩っているとい うこ
とについて､ 由信 を 持 っ て いいという気がします｡むしろほかでこれだけできているのかとい
うぐ らい の感想 を も ち ま す ｡ 来年もぜひとも､これぐらい面 由もb授業の報告を聞きたいと思い
ます｡ これは感想 で す ｡
(湯浅) ありがとうご ざ い ま し た ｡ で は b 西 本 先 生に最後､一 言 お 願 い いたします｡
(西本) 私も田中先生のコメ ン ト と 全 く 同 じ でしても去年に比べると格段に面由くな っ てい
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を行いました｡





した｡特色 鎧P暗闘戚PTaCも息ce)として,｢相互研修型 野EBの組織化による教育改善｣(代表 :高
等教育研究開発推進センタ- 田中毎実教授)が採択された 望鋼塊年,たまたま工学部 6学科






翌2005年度からはタ本格的な授業アンケ- トが始まりました｡まず 望005年度に 且回生配当
の全科目 (専門科 目および全学共通科 凱 講義科 目および実験 ◎演習)に対 してアンケ- 卜調
査を 行 い , 以 後夕年次進行の形をとりました｡つまりタ盟の06年度は2回生配当夕望00冒年度は













当然｣という意見がありタ且鍼%の項因を追加 しました｡実際にアンケ- トをとってみると タ 意
外にも 律 )この 且鍼%の選択率が高齢のに驚きました｡
アンケ- トはタ学期末最後の講義暗闇に担当教員が配布して回収 し ま す ｡ 回 答 時 闇 は タ 息⑬-
恩義鎗程度です｡担当教員がアンケー ト回答を直接見なも､よう に , 専 周 の 封 筒 に 回 収 し タ 最 後 に
提出した学生が封印することになってもちます｡これを各学科 の 事 務 室 に 提 出 し タ 工 学 部 教 務 掛
がとりまとめてタ高等教育センタ-に送付します｡集計搾業は 業 者 に 委 託 し , 集 計 結 果 は 科 目
ごとにまとめられて担当教員に送付され る Liみです.
アンケ- 卜結果を欝E3活動に反映する試 み としてタ望鍼毎年度から,｢工学部教育シンポジウ
ム｣を年 且回ずつ開催してもヽます｡毎年 夕息望月中蘭の金曜の夕潜に開催する2時間程度のシン
ポジウムです｡まずタ高等教育センタ- の太塚雄搾先生たちから授業アンケ- トの全体的な報
告が行われます.続けてタ｢私の授業- ア ンケ- 卜結果を受けて-｣と題 してタ約 6名の先生が
たにタアンケ- 卜結果を見てどのような 工夫が功を奏 したかを報告いただいています.望鍼5
年度と望鍼6年度は吉田キャンパスで開催 されタ工学部の 胤鋼 名程度の教授が参加しました｡





…十 ;, 〒=薫 茎 葉 審 室 戸≡,.:;3:_=7=禁 裏 三三茸 言まで
:藍学研究科長 ◎豊学部長
･西本清一
文部科学省の平成 且6年度 ｢特色ある大学教育支援プログラム (特色 Gp)｣に採択され､高





























特色ある ｢相互研修型 欝D｣ 活動は確実に進化し､京都大学全体として目指すべき方向が定ま
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りつつあるとの手応えが得られたように思われる｡
今後は､｢全学レベルでの組織化｣という本来の大目標達成に向けて､本プロジェクトで蓄積
された特色GPの情報が広く学内で共有され､京都大学の教育改善-の取組に一層大きなうね
りが起こることを期待したい｡
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